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１　東京都中央卸売市場（平成26年1～7月計）の青果物取扱高について
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〇

〇

〇

〇

〇

単位：ｔ，百万円，％

1～7月 年間計 年間比 １～7月 年間計 年間比 １～7月 年間計 年間比

1,140,614 134,405 ←シェア（11.8％） 151,163 ←シェア（13.3％）

1,148,285 2,030,919 56.5 135,253 228,519 59.2 147,153 223,066 66.0

99 99 103

1,154,612 2,059,533 56.1 136,432 232,328 58.7 151,921 232,528 65.3

99 99 　シェア（11.8％） 100 　シェア（13.2％）

301,853 30,683 ←シェア（10.2％） 27,754 ←シェア（ 9.2％）

288,075 518,400 55.6 29,775 51,656 57.6 26,292 42,173 62.3

105 103 106

295,357 511,783 57.7 31,493 51,719 60.9 27,952 43,061 64.9

102 97 　シェア（10.7％） 99 　シェア（ 9.5％）

※平年値は平成20,21,22,24,25年の5ヵ年平均です。 【参考】
平成25年実績
１～１２月計

【参考】7月のみ
〇

〇

〇

単位：ｔ，百万円，％

野菜＋果物 野菜 果物 野菜＋果物 野菜 果物 野菜＋果物 野菜 果物

166,832 127,261 39,571 16,390 14,501 1,890 15,087 10,621 4,466

166,463 126,973 39,489 17,759 15,469 2,289 15,218 10,563 4,656

(100) (100) (100) (92) (94) (83) (99) (101) (96)

167,984 126,331 41,653 18,351 15,592 2,759 14,751 9,964 4,788

(99) (101) (95) (89) (93) (68) (102) (107) (93)

43,209 29,195 14,013 4,082 3,726 355 3,110 2,321 789

46,118 31,834 14,284 5,018 4,506 512 3,609 2,571 1,039

(94) (92) (98) (81) (83) (69) (86) (90) (76)

42,597 28,424 14,172 4,507 3,955 552 3,300 2,352 948

(101) (103) (99) (91) (94) (64) (94) (99) (83)
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一方、前年は関東の高温・干ばつ、東北の長雨・日照不足によりピーマン、みず菜等が高騰したため価格高
であり、前年と比較すると、市場全体の野菜平均価格は前年比92％、果実は98％となった。
7月の青果計の金額は市場全体で前年比94％、茨城81％、千葉86％。平年比では、市場全体で101％、茨城
91％、千葉94％となった。

7月
市場計 茨城 千葉

 茨城県　：　金額シェア（10.0％）　，　数量シェア（11.3％）
 千葉県　：　金額シェア（ 8.1％）　，　数量シェア（11.0％）

7月の青果計の入荷量は、市場全体は平年比99％、千葉は平年比102％だったが、茨城は平年比89％と少な
かった。入荷の少なかった茨城産の主な品目は、野菜ではねぎ（長雨の影響）、果実ではメロン類（前進傾向
で６月出荷が多く７月は減った）だった。
市場全体の野菜平均価格は平年比102％、果実は104％と高く推移した。
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金
額

市場全体7月の青果計取扱金額は平年比101％で 、１～7月計の取扱金額は平年比102％（前月は
102%）と横這いだった。
茨城7月の青果計取扱金額は平年比91％で、１～7月計取扱金額は平年比97％（前月は99%）と減少。
シェアは10.2％（前月は10.3%）と減少した。
千葉7月の青果計取扱金額は平年比94％で、１～7月計取扱金額は平年比99％（前月は100％）と減
少。シェアは9.2％(前月は9.5%)と減少した。

市場計 茨城 千葉

茨城県農産物販売推進東京本部情報

入
荷
量

市場全体7月の青果計の入荷量は平年比99％で、１～7月計は平年比99％（前月は99％）と横這い
だった。
茨城産7月の青果計入荷量は平年比89％で、１～7月計は平年比99％（前月は100％）と減少した。

千葉産7月の青果計入荷量は平年比102％で、１～7月計は平年比100％（前月は99％）と増加した。



２　東京都中央卸売市場（平成26年7月単月）の茨城産青果物主要品目の取扱高 ※平年値は平成20,21,22,24,25年の5ヵ年平均です。

前年比％ 平年比％ 前年比％ 平年比％
平年比％
（全国）

前年比％ 平年比％

2,428 92 93 324 92 103 104 786,339 84 95

1,816 96 93 172 85 89 94 311,690 82 83

1,153 93 84 256 65 98 98 294,660 61 83

1,822 103 120 127 84 92 94 231,498 86 110

827 98 83 236 116 119 119 195,420 114 99

421 83 140 423 87 96 102 178,371 73 134

521 98 94 335 82 104 105 174,367 80 97

233 90 120 718 115 91 94 166,978 104 110

14,501 94 93 257 88 101 102 3,726,408 83 94

743 77 59 226 91 103 102 168,273 71 61

1,041 91 78 119 77 85 85 124,264 70 66

1,890 83 69 188 84 94 104 355,149 69 64

・ねぎ

・とうもろこし

・ピーマン

・ばれいしょ類

・かぼちゃ

・ミニトマト

・みず菜

・れんこん

・メロン類

・すいか類

※日本なし類

　野菜類の入荷量は1万4千5百トン（前年比94％，平年比93％），価格は257円/kg（前年比88％，平年比101％）。
  果実類の入荷量は1千9百トン（前年比83％，平年比69％），価格は188円/kg（前年比84％，平年比94％）。

品目
数量 t 価格 円／㎏ 金額 千円

野菜

ねぎ

とうもろこし

ピーマン

ばれいしょ類

すいか類

かぼちゃ

ミニトマト

みず菜

れんこん

野菜類計

メロン類

果実類計

降雨の影響等から入荷量は少なく、茨城産の入荷量は前年比92％、市場全体では前年比96％だった。７月は茨城産が市場全体の入荷量の63％を
占めた。茨城産の価格は前年比92％、平年比103％。入荷量の少なさから金額は前年比84％、平年比95％となった。

茨城産の入荷量は少なく前年比96％だったが、千葉は前年比115％で、市場全体では105％の入荷量となった。価格は伸びず、茨城産は前年比
85％、平年比89％。金額は前年比82％、平年比83％となった。

茨城産の入荷量は前年比93％だったが、前年天候不順により不作だった岩手が本年は順調で前年比168％と多く、市場全体では前年比110％となっ
た。茨城産の価格は有利販売できた前年に比べて低く、前年比65％、平年比98％、金額は前年比61％、平年比83％となった。

茨城産の入荷量は前年比103％、市場全体では107％と多かった。茨城産の価格は前年比84％、平年比92％。金額は前年比86％、平年比110％と
なった。

茨城産の入荷量は前年比98％、市場全体でも前年比94％と少なかった。茨城産の価格は前年比116％、平年比119％と堅調で、金額は前年比
114％、平年比99％となった。

茨城産の入荷量は前年比83％、福島も前年比94％と少なかったが、北海道から前年比158％の入荷がある等、市場全体では前年比108％の入荷量
となった。茨城産の価格は前年比87％、平年比96％。金額は前年比73％、平年比134％となった。

茨城産の入荷量は前年比98％、市場全体では前年比96％だった。７月は茨城産が市場全体の入荷量の91％を占めた。茨城産の価格は前年比
82％、平年比104％。金額は前年比80％、平年比97％となった。

茨城産の入荷量は、多かった前年に比べると少なく前年比90％だが、平年よりは多く平年比120％だった。７月は茨城産が市場全体の入荷量の88％
を占めた。茨城産の価格は前年比115％、平年比91％。金額は前年比104％、平年比110％となった。

茨城産は前進傾向で６月の入荷が多かったものの、７月の入荷量は少なくなり、前年比77％となった。一方、山形（前年比124％）、千葉（110％）等の
入荷が多く、市場全体では106％の入荷量だった。茨城産の価格は前年比91％、平年比103％。金額は前年比71％、平年比61％となった。

茨城産の入荷量は前年比91％。山形が121％と多く、市場全体では100％の入荷量となった。価格は振るわず、茨城産の価格は前年比77％、平年比
85％。金額は前年比70％、平年比66％となった。

前年は極端な前進傾向で7月下旬から8月上旬に入荷が集中し、価格低迷のきっかけとなった。本年7月は茨城産が前年比55％、千葉が35％、佐賀
が118％、福岡が95％で、市場全体では前年比82％の入荷量となっている。茨城産の価格は前年比101％、平年比101％。金額は前年比56％、平年
比62％となった。


